
患者家族交流会 実施報告
令和8年度 潰瘍性大腸炎・クローン病

患者同士の交流機会がないので、普段の生活
など工夫を聞けるのはとても参考になった。

それぞれの方の経験談や考え方
を聞いて、励みになった。

◎令和８年度交流会の様子

あかし保健所では、昨年に引き続き潰瘍性大腸炎・クローン病患者家族の皆様を対象

とした交流会を開催し、幅広い年代の方が（10.２０ 代の方も）参加されました。
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◎ミニ講座

① IBDを『正しく』周囲に伝える”翻訳”フレーズ集

講師：あんどう消化器内科IBDクリニック
院長 安藤 純哉 氏

②科学的根拠に基づいたIBDの栄養と食事について

講師：認定栄養ケア・ステーション鈴鹿 代表
NFリプル株式会社 代表取締役
みえIBD患者会事務局
管理栄養士 中東 真紀 氏

病気について、周囲へきちんと伝える
必要性がわかった。

今までの食事制限が間違っていないことを
再確認できた。

【安藤先生より】
IBDは外見からわからない、言葉に馴染みがない、
波のある病気だからこそ、正確・簡潔・相手目線の
言葉で伝える「翻訳力」が大切。
自分も相手も大切にし、お互いを尊重して対等に話し
合えるようしましょう！

◎交流会

交流会のトークテーマ

治療（治療方法、病気との付き合い方） 食事（食べられる食材、調理の工夫）

就学・就労（就学・就労での配慮、どんな働き方
ができるか）

日常生活（周囲への伝え方、ストレスへの向き合
い方）

疾患や経過年数、年齢等でグループに分かれて、経験や工夫について共有しました

【中東先生より】
IBDは消化管の炎症があるため、病期や病状に
合わせたオーダーメイドの栄養・食事管理が大切。
栄養素に関する知識や調理方法を知っておくこと
で、食事を楽しむことができます！

今後も、患者家族の皆様が「知る」「話す」「つながる」ことのできる場を大切にしていきます。
講話のみの参加も大歓迎です。初参加の方も安心して、お気軽にご参加ください‼︎


